　　青山荘　　フェイスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年11月26日　担当：三浦　理見

	登　録　者
	氏　名　　　　繁名　和恵　　様　　　　　男・女　　　　昭和39年1月1日生（43歳）

	
	〒039-1104　八戸市田面木字赤坂35－35　　　　　　　　　　電話　0178-27-6638

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　　なし

	
	発症時期
	　昭和55年2月頃（16歳時）
	罹 患 期 間
	約　27年　

	
	入院回数
	　　　　　5回
	延べ入院年数
	約12年11ヶ月

	医療機関
	　八戸赤十字病院（主治医　渡邉Dr）

　青南病院　　　（主治医　田名部Dr）
	外来受診日
	毎週金曜日（隔週）

毎週水曜日

	医療区分
	生活保護

（担当:高橋氏）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	0円
	　　有・無（2級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級（月額　6.6万円）

生活保護受給　　（月額　2.6万円）　　　合計9.2万円

※自炊により、食費過払いとなっていたが、9月分より食費定額支給となり、受給額が増加する。

	
	その他
	　

	障害程度区分
	未申請
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　青南病院デイケア

	住まいの場
	　青山荘

	入所年月日
	Ｈ　18年　4月　20日
	身長
	163cm
	体重
	58kg

	最終学歴
	八戸技術専門学校（洋裁科）
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　八戸モードセンター（昭和55年～昭和57年）

NSニット洋裁株式会社（平成7年9月～平成7年10月）
	

	保　護　者
	氏　名　繁名　君枝　様　　　　　　　　　続柄　姉　　　（同居　・否）

	利用目的

· 日常生活全般における助言や指導を行う

· 危機対応、安否確認等の介入

	入院・治療歴　

①昭和55年2月　～　昭和55年6月（4ヶ月）　　入院　　　松平病院

昭和55年6月　～　昭和57年3月　　　　　　  通院　　　市民病院・松平病院

②昭和57年3月　～　昭和63年6月（6年）　　　入院　　　松平病院

　昭和63年6月　～　昭和63年7月　　　　　　　通院　　　松平病院

③昭和63年7月　～　平成3年9月（4年）　　　 入院    　八戸赤十字病院

　平成3年9月 　～　平成6年　　　　　　　　　 通院      八戸赤十字病院

④平成6年　　 　～　平成8年（2年）　　　　　 入院　　  八戸赤十字病院

　平成8年　　　 ～  平成17年9月　　　        通院　　　八戸赤十字病院

⑤平成17年9月　～　平成18年4月（7ヶ月）　　入院　　　八戸赤十字病院

　平成18年4月　～　平成19年4月　　　　 　　 通院  　  八戸赤十字病院

⑥平成19年4月　～　現在　　　　　　　　　　　 通院      青南病院

	生活歴　

S39年八戸市にて同胞6名の末子として出生。八戸技術専門学校（洋裁科）で勉強しながら、附属の洋裁会社へ勤務していた。S55年頃より、幻聴・妄想等の症状が出現し、S55年2月（16歳時）、松平病院を受診し入院。退院後は外来通院を継続し、洋裁の仕事を続けていたが、向精神薬服用による眠気や作業能力の低下等により上手く仕事ができず退職。以後も病状が不安定であり、精神科病院への入退院を繰り返していた。平成3年9月、八戸赤十字病院退院後、根城にアパートを借り、父と2人で生活を始めるが、病状が悪化し4回目の入院となる。退院後は「コスモス園」（小規模作業所）に通い始めるが、H15年4月に家族の了解がないまま単身生活を始め、その後より、生活リズムの乱れ・幻聴・独語・不眠等の症状が再燃。食事もとらず、寝たきりの状態となる。H17年9月、衰弱し近所の人へ助けを求めて搬送され、5度目の入院となる。本人より生活訓練の希望があり、H18.4.20、八戸赤十字病院を退院し、生活訓練施設青山荘へ入所。3年間の訓練を終え、H21.4.19青山荘を退所。施設退所後はパンションリヴィエラへ入居し、青南病院への通院（1回/週）・デイケア通所（5回/週）・訪問看護利用（1回/週）・地域生活支援センター青明舎利用を継続している。
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家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

現在、父は老人施設へ入所中。母は本人が20歳時死亡。市内に住んでいる二姉（君枝氏）が保護者であり、過去は共に暮らしていた事もあるが、施設入所中の父の世話や、三姉も同じく統合失調症を患っていることからの精神的ストレスも大きい。必要な時には連絡がとれ、治療への協力も得られる状況である。他の姉妹とは交流はない。


平成　21年　8月　17日　（月）

	氏　名
	   繁名　和恵様
	男・女
	生年月日
	　昭和　39　年　1月　1日（45歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期目標：日常生活を規則正しく送り、病状の安定を図る。
短期目標：自身の生活を振り返り、適切に自己評価ができる。

	これまでの経過

	　

【青山荘退所前】

生活訓練施設「青山荘」の入所を経て、H21.4.19パンションリヴィエラへ入居。青山荘入所中も病状は不安定であり、些細なことで不安感や身体不調を訴えることが目立っていた。落ち着かない時には、安静にしたり、頓服薬（リスパダール液）を服用する等の対応で体調コントロールを行っていた。体調不良の訴えは持続しており、デイケアを欠席したり、遅刻をすることは多く、その都度、指導・介入を行う状況であった。退所に向けた話し合いが具体的に進む中で、デイケアへは安定して通所できるようになっていた。考えがうまくまとまらず、物事に順序をつけたり、ひとつづつ整理することができないことがあり、声掛けが必要な状況であった。

【青山荘対処後（4月）】

　H21.4.19パンションリヴィエラへ入居。姉が付き添い、入居手続きを行う。大家へも本人の疾病・障害についての説明や、介入が必要な時の連絡方法等について確認していた。各種制度の変更手続きや環境の変化等により、施設退所後すぐに不安感を訴え、夜間に電話をすることもあったが、一人でできた部分は評価し、できなかったことは青明舎スタッフが同伴し、手続きを終えている。

【5月】

　H21年5月に入り、週末に近づくとデイケアを休む傾向が目立ち始める。大家からも青明舎に「どう促したら良いか分からない」という相談の連絡がある。「車の音が耳に響いて具合が悪くなった」「胸が苦しくなって、頭痛もしてきた。新型インフルエンザになったかもしれない」等と訴えてデイケアを欠席していた。大家から生活状況を確認すると、デイケアを休む連絡をした後、買い物に出かけたり、菓子類を多量に購入して食べているという情報がある。デイケア利用の目的を振り返り、電話や訪問といった手段で、定期的にデイケアへ通所するよう指導を行っていた。

【6月】

状況はなかなか改善せず、H21年6月上旬、保護者である姉へ施設退所後の状況を電話で伝える。姉も私用で時間がとれず、パンション入居後、本人と一度も連絡を取っていなかったという。定期的に家族からも生活状況を確認するよう依頼する。その後も、体調不良を訴えてデイケアを欠席することは続いているが、出席率は70％程度へ改善している。

【7月】

H21.7.31、本人よりデイケアを休むという連絡がある。また、大家より昨日の夕方に突然「野口吾郎と結婚したら、300万円のドレスを買ってくれる」等と大声を上げることがあった、ここ1週間ほど、隣の部屋の女性に干渉的になっていたり、大きな音を出して廊下を歩く等の行動が目立っているという情報があり、パンションを訪問。すぐに青南病院を受診を促し、ハロマンス注を施行。「あまり覚えていないけど、かっとなって声を上げたのは覚えている」と話す。上記のように病状の不安定さは目立っている。




	問題点
	介入方法
	支援期間

	①生活リズムが崩れやすい
	· デイケアを欠席するという連絡があった際には、理由と対処方法を本人へ確認する。体調が悪い時こそ、デイケアや病院へ来るように繰り返し伝える

· 「動けない、家から出れない」等と訴える時は自宅を訪問し、状況を確認する。大家からも最近の生活状況について情報収集する

· 姉へもデイケアへ行くように促してもらう

· デイケアを休んで、菓子類やジュース等を多量に摂取している時があり、体重が増加している

　　　　　　　　　　　↓

　　デイケア出席簿や体重管理表をつけてみる
　　（目でみて振り返りができるツールを使う）
	1ヶ月

	②他者とのトラブル


	· 大家からも協力を得て、本人へ指導する

· 直接、他者へ言わずにスタッフや大家に相談するように促す

　　　　　　　　　　　↓

　　建物内に、共同生活上のマナーという掲示をする

	1ヶ月

	③健康管理
	· 大家、訪問看護スタッフ、デイケアスタッフ、青明舎スタッフで連携し、いつでも誰でも本人からの訴えや病状の変化等を捉えられる体制を確立する

· 「薬を間違えたかもしれないと思って不安になって、具合が悪くなった」等と話すことがある。事前に主治医と相談し、間違った時の対処方法を確認しておく

· 生理前（月末から月初め頃）に特に不調の訴えが多くなるため、定期的に体調の確認を行う


	1ヶ月


プラン実施評価日： H　21年　8月　17日（月）　青山荘地域交流活動室
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老人施設入所中














保護者：君枝様





本人（43歳）











